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■都市づくりの主体と役割分担
横浜市都市計画マスタープランを実現するためには、「都市づくり」、「まちづくり」の主体である市民・事

業者・行政等が、各々の役割分担を担っていくことが必要です。
併せて、魅力的でよりよい都市づくり、まちづくりを進めるためには、本プランを共通の指針として、個々

の市民、事業者や行政のみならず、自治会町内会・ＮＰＯ法人など様々な主体が自らの特性を生かし、相互
理解と協働により、各自の責務を果たしながら、都市づくり、まちづくりを担うことが重要です。
※「都市づくり」：全市的な取組、又はその取組が市全体に関連する取組
※「まちづくり」：地域的な取組

■総合的都市・まちづくりの推進
成熟期を迎えた今後の都市づくりにおいては、人口規模・構成に見合った都市を構築する必要がありま

す。そのためには、様々な都市計画手法を積極的かつ総合的に活用し、効率的な都市づくりを進めていくこ
とが必要です。
持続可能な都市づくり活動を行うためには、市の総合計画や市の分野別計画と相互に調整を図りなが

ら、総合的な都市・まちづくりを進める必要があります。本プランでは、総合的な都市・まちづくりの推進の
ため、都市の将来像を明らかにして都市計画を定めるための指針とすること等を役割としています。

■分かりやすい都市計画の推進
都市計画マスタープランを踏まえた都市づくりを実現するためには、都市計画に関する情報発信を積極

的に行い、市民に分かりやすく伝えることが必要です。それとともに、具体的な都市計画を定める際にも、そ
の手続の中で、その内容を、一般の市民が分かりやすく理解できるように努めていくことが望まれます。

■今後の横浜市都市計画マスタープランの見直し
横浜市都市計画マスタープラン全体構想においては、地域別構想（区プラン）の改定状況などにより、必

要に応じて見直しを検討します。
また、上位計画である「横浜市基本構想（長期ビジョン）」の改定や「都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針」等の改定（おおむね５年ごと）が行われた際には、社会経済状況の変化等も踏まえ、本プランの記
載内容や進捗状況を点検し、必要な修正や改定を行います。
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